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南浦洲小市炭田の地質に．ついて
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　I繕　　　言
　筆者は昭和・15．及ぴ16年に約50・日を賞して奉天省本渓縣小市と囲師付炎田の地質を調

査一し，その中田師付炭田については昭和17年に私見を製表した（I4〕。・嘗時の調査の主目

的が囲師付表田にあったために，小市麦田については’不十分な騎が多く，その再審と共に

旧師付炭田との中間匿域の調査を期していたのであったが，今やそ・の希望もなくなったの

で，不完全ではあるがこムに概略をのべて，太子河上流の地質研究の1資料として諸賢の

御参考に供したい。昭和16年の調査では野外において，・唐時の滴洲園地質調奮砺の吉川

康治氏の助力を得たことが多く，瀦洲軽金属株式禽肚小市探鐵研，旧師付挨謄本漢湖煤

鐵公司め諸城には現地で種々の便宜を供輿されたことに釣し感謝の意を表する。

　萄この研究費は日本學循振興倉及ぴ瀦洲國地質調査所に仰いだ。所長礪囲蓮博士に深謝

すると共に，研究を通じて絶えず指導を受けた恩師故中材新太郎教授には心より感謝を棒

げる次第であ・る。

　　1I　位置，地勢及び調査の沿革

　本衆囲は本漢湖の東方約30Km，安泰線官の原瞬より鐵路碑Kmの所にあり。小市を

中心に太子河左岸に襲達する上部古生代の含褒暦で，その占。める厘域は東西約10Km，南

北約13K職の範園である。古くから小規模の探炎が行われて來たが表質の粗悪な篤に鶴

ゆ知られていない。戦時中盤土頁岩が重視されるに至って鵜洲軽金麗株式禽肚によって調

査當時は盛に採鑛されていたがユ石炭は奥地に僅かの出炭をみていたに過ぎなかった。

　地域は太子河の支流湯河及び泉水河の間にある丘陵地であって・一つの構造盆地を形成

し，小市において海抜約200m，盆地は400m前後の高度がある。周團はけわしい山塊を

めぐらし，概な600mを越え，南境の花嵩岩地帯は1000mを鼓く峯が東西に走り，東を

境する八盤嶺山脈は900mに及びその西斜厨は稽緩傾斜であるが，東は急崖をして旧師付

挨田・に臨んでいる。

一太子河は地域の北縁を東より西に流れ，比較的狭い河原をひろげつムやがて西北に嵌入

蛇行してゆく。その支流湯河の両岸たは梢中野があるが，泉水河岸には甚だ乏しい。両河

とも北流する。

　一般に露出は良い方であるが，一地形働の精度が悪いために，思わぬ所に数1000mの便想

の山があったり圃上の道は意外な所に油じて驚く。この報告の附鰯は10万分の1の地形

圖（城廠）によったもので，質地とは稽相異する雛があるが訂正せずに用いてあるo



南蒲洲小市炭団の地質．について

　小布炎田の調査は古一くは滞鐵の諸氏による石炭叉は鐵鑛の報告がある。（1〕（2〕（3〕（6）本格

的の調査は圃幅調査（4）に始まったのであるラが之には十分な説明がない。厘域的には村

上飯蔵博士（3〕や中国の黄汲清氏（5）の簡報があるが，精査報告は稻井墜氏（8〕の研究であリ

局部的には非常に微に八ってゐる。磐土頁岩の護見以來は瀦鐵や瀦洲鑛蟄等の調査の結果

が秘藏されてあった。然し一般に治安が悪かったのと，地形固の不備の爲であろうが地質

構造については研究に著しい進歩が見られない。

皿　地　質　系　統

本炭田に見られる主な地質系統は家の逓ゆである。

　　　　　　白璽系？　　　宮の原層群及火成岩類

　　　　　　：簑蓑／太子河系

　　　　　　奥陶系

　　　　　　塞武系

　　　　　　先塞武系　　　震　旦　系

　以下各々について略記する。

　A　震旦系（原生代）

　本系の中で下位の南攻頁岩は比較的よく褒達するが上位の橋頭珪岩は僅かに衝動に滑っ

て小露出があるに過ぎない。

　1．南改頁岩層　　　・200皿十

　暗線色か暗友赤色の雲母質或は砂質の粘板岩が圭で，時に穐黄色を帯び風化すると極め

て薄い砕片となるのが特徴である。香塵鑑子と太子河岸に度く露出し，後者では本風の中

に慶々5～1Oom位に板状となる石次号や泥茨岩と粘板岩の亙暦がある。

　2．橋頭珪岩暦　　　100m

　薄く割れやすい白色か女色の珪岩で薄い頁岩と互暦する。．香塵鑑子にみるものは小露出

であるが，盆溝のものは帯縄色の珪質頁岩と．互暦する白色珪岩は可成りの厚さを持つ。南

改頁岩との麗係は見られない。

　B塞武系　300m
　本系は地域の東西北を園む山地を構成してよく護達する。

　1．下部室武系

　下部室武系特有の赤色頁岩と暗赤紫色雲母質叉は砂質頁岩で代表される。本地域におい

ては下部は何れも衝動で他系一と接する爲最下部は明かでないが，馬鹿匠溝では300mに及

ぶ厚さがある。下牛は赤色頁岩で5m前後の厚さの次色の鰯状石岩が3あり，三葉虫の破

片が多く，上半は幡友赤紫色の砂質雲母頁岩で中に赤色頁岩が僅かに挾まる。下部暦は一

般に弛砒。hiaを含むのであるが採集出來なかった。
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　2．中部室武系　　　50～200m

　下部との境は友隷色砂岩を以てし，之から上には赤色系岩がない。下底に接してBailiella

を産する友黄糠色の頁岩のあることぼ旧師付「と同様で，緩いて暗次糠色の雲母質の細粒頁

岩が30～50mあり，この申の鰭状石文岩のレニ／ズには何れも化石が聾官である。更に上

位は茨白色の織密叉は鯛赦石文．岩で上部に蠕虫状都があり化石帯が多い。

　3・上部室武系　　　400m

　暗茨色か友黒色の石茨岩泥炭岩と黒色或は時に帯赤茨色の頁岩との互暦が圭で2～5舳

位の板状構遺が著しい。石文岩の大塊の時には鰯状のことが多いが，普通は嬬虫状か網目

秩を呈する。本系にも石文岩頁岩を間わす化石多く殊に頁岩中には三葉虫のA鍋phi棚，

Pm㈹Phicu目・人gnostu8やAorotholel　Li㎎u1ella等の小形の腕足貝が員立つ。

　上に下申上部としたのは軍に野外での便宜上の厘分であり，化石の研究が伴わぬ篤に時

代的意味を欠くこと，街上中部の境界は甚だ明かでないが，何れも資料観察の不足による。

例えばA晩phi㎝・やAor①比eleは誰藤隆茨博士によれば中部室武紀，Ag・ost鵬は上部室武紹

のものである。

　C奥陶系　400㎜十
　本系の調査も甚だ不十分であって。地闘上では殆んど分暦が出來ない。八盤横山脈の西

側北部山地，盆地中央に産ぐ分布する。

　最下位は大洞塞石文岩で10m位の厚さがあゆ次で茨色の結晶質自雲岩質の石茨岩とな

る。厚さ50m位ある。小林貞一博士の溝々統に當るものであろう。

　～＝の上は板状叉は嬬虫朕の茨色石茨岩で中に著しく黒色のチャート片を有する白雲岩質一

の部がある。臥寵統に相當する部であろう。最上部は友色、黒衣色叉は黄衣色の石茨岩か

泥茨岩或は両者の薄い互厨一のため板献とな小頭足類や巻貝の化石が多い。腰鑑には藻類

COrem里t㏄〕ad胴目p3を産する。豆房統に當ろ’う。

　塞武系との開係は整合である。

　塞武紀，奥陶紀を通じて生物群の更新があって、この方面よ物不整合の存在が讃せられ

ているが，筆者はこれに言及する材料がない。

　D　太子河系　（石炭二盤紀）

　岩相上から上中下の3部に分ける。

　1．下部太子河系　　（上部石炎紀）80m±一

　主な分布範園は地域の中央部で，奥陶系上に孚行不整合にのる。赤褐色岩か雑色岩で代

表されるが，下都にレンズ状の石文岩がある。叉下底より1Om位の間には豆石扶の部分

がありこの上に2校の薄い難土頁岩（G暦であろう）が來り，更に2，30mへだてム叉硬質

粘土がある。色は下部程赤く上部になるにつれて紫黒色茨黄衣糠色が混じ，一般に頁岩ぞ

あるが砂質叉は砂姶も少くない硬球がある。石文岩中には各種の動物化石が豊富とのこと

であるが，海百合の破片の外見ていない。
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　2．中部太子河系　（下都二1盤紀）

　黒色系岩暦で代表される。主な露出厘域は南部で一ありその他狭い帯状の分布が各所で見一

られる。本炎田の主要合衆暦である。下部暦とは整合的に見え，下底は石次猪を以てする

これば2mから10粋位の厚さとなり又時に．は2揮となる。茨黒色牛結晶質で黒色のチャ

ート片を持つのが特徴である。化石は海百合の破片が散鱗する外紡錘虫を見ていない。非

常に蓮続性がある。芝の上は女色乃至黒色頁岩と砂岩の万暦であるが下部では前者が優勢・

である。砂岩は白色珪質のものは石英砂となるが，茨黒色頁岩質のものは風化すれば黄友

或は次糠色の破片になる。

　衰暦は外山道溝から裏山道溝にかけてよく養達する。下底よリ約3σm位よりその上30

m程の闇に数枚あるが膨縮定まらぬようで，一山城溝坑では下から三路（O，3m）二路（2皿

）上接（O．3m）二接①．5m）豊山（0．25m）阿太朝（O．2m）の6枚が認められる。炭質

は硫黄が多い。

其化炭暦は謝家巌子附近，馬家庄子。東山及び太子河右岸の牛馬台溝等に分布する。約

本房一上部の上部太子河系に近い部分にも炭厨があ去蟹達は下部より悪いが連続性があり，

謝家巌子北方より馬皮匠溝を経て腰褒に緩く。

　本暦の厚さは地域によ砂差が多いが南部では200mに及ぶ。

　化石を産するのは主に表暦に接して讐あるが保存は悪い。

　馬皮匠溝蕾坑の拾石より

　　P・・峡工i・（ム1舳・pt・・お？）卵・C・曲il・・昌p・銚・・

　裏山道溝では

　　Spb…p卵11㎜・p・N・・mpt・工i・・p・P・・1〕Pt・・i・・lS七igm・曲宮p・

があり，この帯より梢下位と思われる紬．片になる茨黒色頁岩中に

　　工i㎎uleI1a？

を得た。

　東山の黒色頁岩から

　　Cal・mi㈱・p．S缶igm・・iafic・id・・Bm隻皿・

　饗箭衣の側の衝動による小露出部から

　　Nθumpteri目sp．　Ca1amites　sp・

を見出した。

　3．上部太子河系　（上部二鑑紀）250m＋

　難色岩暦を主とする。中部系とは雫行不整合でその境は謝家巖子ではその衰質頁岩に量

って赤色及ぴ茨色頁岩がくる。張家塗予でも友黒色系が難色頁岩に急鍵する。この岩角の

繋り目を以て下底とする。

　着色は赤，褐テ友黄，董線叉は次色等の難色で頁岩及び砂質頁岩を主とするが，」砂岩も

可1舳挾一まれ、茨或は暗黄色のものか多く，．白色石英砂岩では基底よリ60m位にある2～5



小　　島　信　夫

皿厚のもりぼ北部の全域を通じて蓮纏する。繭部屋域では砂渚及び砂質部が殊に多く麗家

鑑子北の山頂部を構成する。

　本地O上部暦の特徴は磐土頁岩（A厨）の讃達であって，小市西方厘域でみると基底よ一

り約30m上位に厚さ5・5mのものがあり，それに接レて上位にO伽の石炭があり，粗粒

砂岩次色頁岩友黄色砂岩と移化する。但し石炭は難土頁岩をユO数理離れることがある。

　商都厘域の禁止頁岩は襲達が悪いよう1であるが，大磯上記の位置に勘綾するらしいO

　本暦にぼ未だ化石を見ない。

　E嘗り原厨（白璽紀？）50m

　東山に小露出がある。礫岩厨で時に薄い砂岩帯が挾まる。礫ば比較的粒のそろった3．～

5cm或は以下の直樫をもつ固乃至亜圓礫で，＝岩質は暗色の斑岩，白色珪岩暗色の珪質岩で

暗赤色の凝友砂質膠縞物のために本暦は暗赤色を呈する。石茨岩や花開岩の礫をみない。

中部太子河系を直接に不整合に被5．

　F大蔵岩類（自重紀？1

　この地域で最も著しいのは花筒斑岩（毛ンソナイト斑岩）であり南の境として旧師付表

田に及ぶ高い山地を作ってゐる。囲師付ではジ＾ラ系に変質を輿えて潜り白璽紀の噴起に

か』るものであろう。關家鑑千一・帯の太子河系はホルンフェルス化した部分が多．く，馬鹿

溝鑛山の接鰯鑛床は本岩と上部室武系（1部は奥陶系）との聞に生じたもので，花嵐岩に

接して輝水飴鑛黄銅鑛閃方鉛鑛亜鉛鑛の順に鑛廉があり柘榴石を散駐する部には友重石を

産する。其他の火成岩は珪長岩叉は石英斑岩類で岩腿として各暦中に，或は衝動線に滑っ

て横出している。時期は前者と大して饗ら凪であろう。基性岩脈は輝緑岩朕のものム細腕

が僅かに一見．られる。

　　IV鈴　　　．比

　採集した化石資料の大部分が不着の篤に化石に塞ナく謝比をし．えぬのは残念であるが

比較的精査をしえた囲師付炎田の献況と考え合せて主として岩相による鞘比について私見

をのべる。

　先太子河系の蟄比に閲する筆者の知識と資料は蓬だ貧弱である故に之は前にりぺた程度

に止め，主に太子河系について考えてみたいO．

　勢比に當って正確な古生物學的賛讃が非常に重要である事は云うまでもなく。岩相のみ

に頼る対比の場合，相の愛化汎ヒ下左右に激しい所では甚芹不安なものであるのは言うま

でもない。然し東亜の，殊に滴鮮の石撲二盤系のように度い地域にわたっ一て岩相の似て㎞る

揚含には，。矢張りこの方面からの考察も無税しえ凌いであろう（｝5〕。勘ち同時期にその地

域を支配してゐたかん境の諸相か可成り鏡敏に共通な健質を當時の堆積物に輿えることぼ

否定する’ことが出來鮎この意味から課った鮎も少くなかろうが1の試みとしてのぺる弐

第である。
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　太子河系を分って下位から，趨亜曾氏は本漢，太原，山西の3統に，稻井聾氏（s〕は周

師付，小市，楊樹溝，煙台，手心台の5統に，野田光雄氏（1o〕は本漢，黄旗（重當），柳塘

彩家の4紐とし，太子河上流地歴では，吉村一郎氏（12〕，河閨學夫氏（ll〕及び筆者〔M〕は軍に

下中上の3部に分つたが，現在主として野田氏の厘分が用いられているようであるから，

以下は大磯それと比較し，一方朝鮮の雫女系ξの願係を考えてみたい。

　下部太子河系は岩相から云えば本渓統に勤比すべきものである騒に異論はな一いが，ただ

本漢統上部の黒色面茨岩の取扱いに關しては茨にのべるような疑問がある。

　中部太子河系は大髄においで黄旗柳塘の両統に相當一するものと考えるが，その限界につ

いては必ずしも野田氏（I‘1）と一致しない。氏によれば，手心台炭田では本渓統の上部に2

枚の蓮綾健のある友黒隼石文岩（下位のもの一は友白色）があってその申から皿OS00Vi舶特有

の肋sulimを報じ，叉遼東孚島復州炎田では石文岩の多い亜窟統（太子河地域の黄旗統）

が鵜に鍵しその下部の砿岩からpseuツschw・e「in岬ince・s等のUmlian一の化石

を多産する由であるが（この紡錘虫は舷kmaIi舳と認められている），太子河沿岸の横

腹統中には石文岩はないようである（氏の煙台，本漢湖，手心台に關する限り）。筆者は

見てい庄いが，稻井氏（8〕によると小市炭田の柱状圃では氏の小市統の來茨暦中には，その

性質の記載はたいが4枚の石炎岩があるdすると筆者の中部太子河系の基底とした黒色角

岩片を含む蓮鱒性の石文岩は前述の手心台における本渓統最上部の石文岩（角岩片を含む）

或は黒色角岩帯をともなう復州炭一田の亜當統の申，下部の石茨岩の何れかに相當するもの

でなければならない。河田邸11〕は筆者のこの石茨岩を稻井氏の岡帥付統上部の大凹石文

岩に謝比して本渓統のものとして，．氏の下部太子河系に含ませた。小市炭田ではこの申に

未だ紡錘虫を．みていないので，本渓統か黄旗統か価れに當るかは勘定出來ないが・筆者の

手心台で見た所では本漢統上位のものに相嘗するよう．に思う。

　更に中部暦の上限を考えると，太子河清岸の柳塘統の上部は難色岩となり最上位はA暦

の欝土頁岩となっている。之は前述したように野田氏の柳塘統の上部の1部は筆者の上部

太子河系に入るもので，黒色系岩より赤褐色岩相に留る部分より上↓，彩家統全部を筆者

は上部太子河系に含ませる。河田氏は上部厨の基底を磐士頁岩におく。

　上部太子河系の基底としてA屠磐土頁岩をとる事は一膳考うべき問題である。禁止頁岩

の生成は可成り限られた條件の下にのみ可能である爲に局地的の事が多く，その爲に分布

も不連綬ではあるが，熱しその風位は大騒一定一している。坂本峻雄博士によるとその生成状

況は現在の熱帯のボーキサイトと同様であって沿岸の段丘状地よりの堆積物。に蜻因す一ると

いうことである。印風化生壊が脇の酸作用を受けアルミナの膠状物がアルカリイオンの爲

に沈澱して生じるものである。その場合こムに一の局部的な不整合が生じること・も考えら

れる。そして苦しとの禁止頁岩がぼ讐同じ層位に各地方で。出亭とすれば可成り度い不整

合とも見られる。野外の観察では舞土頁岩の下に構造的な不整合は穫見し難いが・坂本博士

によると禁止頁岩のよく護達するのは山東南満であって，東瀦にゆけば之は礫岩に移化し
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山西省方面てば含礫石英砂岩になるとの事であって，この騎からみると難土真渚は不整合

上の1の基底岩厨ともみる事が出來る。との意味てば本暦を中都太子河系の基底とする事

は正しい。然し野外において岩質上から，殊に磐土頁岩の護達せぬ地方では着色の愛化を

手掛bとずるのが便利なことも少く・広い。中部太子河系の黒色岩相の示す温潔底石表土蔵

に適する棄候から上部太子河系の赤褐色岩の表す乾燥的な酸化作用の懐い氣候への簗移

が急激に生じたと考えるのは，幾分野禽を持たれる。元より岩相の鏡花が可碑吻突然では

あるにしても，その間にたとえば籔血の漸移屠があればその暦の表す堆積期間は相嘗に長

期ではあるから，外観は不整合に見えても必ずしも之を固執する必要はないかも知れない。

不整合の鮨からいえば築士頁岩を以てする方がまり合撃的であろう。然し1方かムる氣侯

の嚢化が束彊を通じて可成均突然に岩相に現れることと，中部及び上部太子河系の植物化

石申に著しい不連綾を考えねばならぬ鮎，しかも上部太子河系相當の高坊山統では磐土頁

岩より下部の部分からも高坊山植物を産する鮪等からみて筆者はこの岩相の蟹ゆ目に不整

合の1線を引きたい。

　次に太子河系と平安系との關係を一考する。

　野田氏は本漢黄旗柳塘彩家統を夫々雫女系の紅府下部寺洞上部寺洞高坊山統に淘比し

た。筆者の太子河系の下中上は完全に孚壊炭田における紅店寺洞高坊山の3続に相當する

故に1野田氏の4厘分は前述した理由によって，少くとも筆者等の平壌炭田で用いて來光

平安系の厘分とは消すれが存在するのは明かである。

　然し平安系の厘分は嚴密には人によって異っている。野外調査に矢づ重騎を置いて最も

好都合なように厘分をする場合と，軍に古生物のみの立場から時代を重視して厘分をする

時とは必ずしも一致しないのは止むを得渡い。その何れを選ぶかの是非は簡単には決定出

來底いが，出來うる限少雨者の接近するのは元よ坦望ましい。殊に炭田の場合では採炭上

にも影響して困難な閻題」 ﾆなる。然し化石の多産する場分は別として，化石が少いか，叉

は出ても化石帯の不連綾や欠除が多い地域では化石に頼らぬ岩質によって塵地域に支障な

く適用しうる厘分を行い，之に化石による裏付けをすれぱ最も便利ではなかろうか。只こ

の場合古生物學的時準と地蔵の厘分とが二致せぬ事はありうるので，例べば寺洞統下部は

U正ali㎜からSakmarianにまたがるということも生1二るが，之は一概に排することは出

來底・い。

　乎麟綱において下部寺洞統は黒色角岩，黒色看友岩を挟む暦群であり，紅店統は難色

岩暦に友白色面友岩及ぴ白色角岩を挾む鮎で睡別される。而て正魂の缶洞統下部は少くと

も50m以上の厚さがあるが，小布衆田の黒色面友砦帯は極めて薄くて，中部太子河系の

大部は1上部寺洞統に対比すべきものムようである。この事は下部寺洞統の堆積遠度がおそ

かったよりは堆積の欠除があった爲で，局部的ではあるかも知れぬが1の不整合が下部寺

洞統中に想像される。然し野外での観察では中部太子河系の間に不整合を確認しうるとは

倫断言しえない。こρ結果は旧師付炭田に就てのぺたと同様で，（1’）野田氏の復州炭田に缶．
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修る本漢統上の不整合，婚井氏の小市統上の不整合と合せて考えるべき問題であろう。た

淀稻井底の小市統ぱ75mの厚さがあリ石次号を含むとある故筆者の観察が不十分であれ

ばこの鰭再考を要する。

　　V　地一頁　構造

　．本炭田の太子河系は2の向斜部に分れ，北部の向斜地はそ㊨軸西北西一東南東にのびた

丘陵地であり，南部は略東西軸の山塊を構成する。そしてその申間の低地には奥陶系が露閉

して㎞る。主溜出の軸の方向に直角に緩い徴溜出が多数見られる。只東山地厘の主摺曲は

北東一西南の向斜であろ．うと考える。

　表田を園む高地は大部分が衝動で境された山塊で急斜面を露呈する。地城内の構適も甚

だ複雑であって，犬小の衝動は15以上に達し，各地質系統を片々として覆瓦構造を作る。

以下各衝動について主な傾向をのべる（圃参照）。

　　以下室武系止中下部をUC，皿0，LC，奥陶系を0，太子河系をT，その上申下部をUT，M

　T，LT，衝動面をTPと略記する。

I　泉水河子衝動　　NWよりTがO上に衝上したものでTPは30～40。傾斜す凱東

　山勘房によって1部移動しその先は太子河の彼岸に及ぶ。

皿　東山衝動　　束山部落の東方の0中にL　Tが狭く挾っている。傾斜は不明であるが

　大陸Iに平行するようである。

1　腰優子衝動　　腰鑑手西南の山地にはO中にU－0が帯状に露出する。傾斜は40p位，

　衝動地の0はN厄一SWの緩い金向斜と之に直角な摺曲がある。之は泉水河を越えて東

　の山地に及ぶが先は不明。

W　馬皮匠溝衝動　　腰鑑から黒皮匠溝に綾・く「C。と班丁を境するもの，吉村邸12〕の

　腰鑑街上でTPに沿うて火成岩脈が長く侵入している。TPの傾斜は東都では北へ35～

　45oであるが，西北部では60～70oSW、に及ぶ。之は蝶番扶に衝動が超ったか，衝動後

　の茨の衝動等のため饗動したものか明でないが，前着ではなかろうか。雨着の中央部で

　は班丁を極端に歴縮している。この衝動地0U　Cが非常に厚いのはヒの申に福山が醐

來たためであろう。この衝動は太子河を越え牛馬台溝に現れ，叉小市断居に勘だれ謝家

　康子地歴では震旦系上に衝上している。傾斜は約洲。

V　張東蒲衝動　　大向斜をする北部の口．T，ΨTが主として工，丁上に北方から衛上し

　たもので，腰鑑よリ張家鑑子に及び傾斜は約30。，馬家庄子ではTPは皿丁中を通る。

　小布断厨に切られた西端は謝家巌子の南に現れるが，一こムでは太子河系の申下部が非常

　に厘縮されて挾まっていながらも石茨岩石炎暦を具えているので，衝動はL　TとOと

　の間に來るか或はM　Tの炭層に沿うて動いたか明かにしえない。両方共に構造線では

　底いカ・の疑問もある。

vI，㎜　馬家庄年南側のr　T，M　Tがくり返される部分で両者略平行し傾斜は極めて緩く
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　孤の存在は箱疑わしい。

㎜　三宮閣衝動　　三宮閣北の小丘の下蔀は「Tでありその上に皿丁がのり，中心部に．

　は石英斑岩が噴出する。この西南端の鰺前次にはOと前述のL　Tとの間に小瞳域の含

　炎屠が露れる。．之はこの皿を考えねば説明がつかない。叉東縁のOとの境にも瑳長岩わ

　岩脈があるが衝動の存在を暗示するものセあちう。TPの傾斜は西都では20～25。，と

　の2の衝動片がどれに綾．くか不詳であるが，或はwが㎜に，㎜が小衝動の一部であると

　も見られぬごとも濃い。

皿　筆家溝衝動　　東部ではOとU∵Cとの境となり，SWWに走りO申を一過ぎ或はOが

　r　T上に衝上し更に面としてはTが丁上に街上がる。裏山道溝附近ではその間に花嵐

　斑岩の岩脈があり西端は0巾に消える。比較的直線に近・く噺暦の疑もあるが傾錦は緩く

　て30。，念となれば6び以上となる。

X　娘々溝街上　　O上にU0が衝上したもの，西部山塊及び養家褒子の南の山地に見

　られる。前者では緩い波献溜出のU　Cは山頂部を占めその底部にOが分布する。雨着

　は異る風位で接するらしいが或は衝動で放く横臥溜出と見られぬこともない。然し東部

　厘域で娘々溝の北では正CとOとの關係は大渦巻石茨岩苦茨岩があり正規の順序であ

　るが，張家鑑子の南てば皿の小露出はOとの間に構造線が認めえない故に，こムでの

　○とU0。との麗係は正常ではない。

XI林家鑑子衝動　　TPの傾斜から見ると背斜をした震旦系がswからレ。の下に衝下

　した状態にある。衝動線の所々橋頭珪岩がのぞく外は全部南攻頁岩である。TPの傾斜

　約20。。

畑裏山道溝衝動　　L　TがM　T上に衝上す乱方向南北で西に30川び傾く。瓜をへ

　だてて外山道溝に縷いて滴える。

x□㎜に卒行した同性質のもむであるが』皿を越えて遣うととは出來ない。

X並大破勾の酉でTと。の境とI・Tの分布から衝動か臨暦が考え．られる。花嘩岩に影響

　してゐない故断層ではなくて衝動であらう。0中に蓮績が見られない。

XV念溝衝動　　oが橋頭珪岩上に乗るもので5びNの傾斜を持つが酉に遣っていない。

　以上の衝動を概観すると，北から由に向うもの（I一㎜，巫，XV）と酉から東に向ふも

の（X－X皿）とに大別しう孔この2の波の集中する鹿が筆家溝附近の低地であるが，こ

こには奥陶系がゆるい複背斜をして露出し至鑑に亘る地質の蹴れは認められない。それ故

にこの区域の衝動面は淺くて奥陶系の上部か或は下部太子河系の基底にあるのではないか

と思われる。衝動は雫行するものが多く，前の衝動塊に後の衝動が乗上げた形で，北から

の衝動は北にあるもの程所期ぞあるらしく，西のものも西に位置するものが新しいようで

ある。萄北からの衝動波は面よりの波よ。新しいが，然し両者の時期に著しい養はなく僅

かに前後したに過ぎないであろう。時代は花縄岩噴超以前で恐一らく旧師付表田にお分る衝

動一と同様にジュラ紀末であろう。
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　この地域の歓屠は花嵩岩の出來た後に生じたもので，空として南北系統のものであり・

その中でも顯蕃なものは湯河に沿うもので，北部の小布断厨は南北方向東落ちであり・南

部の韮茱蛤断層も北徴酉で束落のため岩層の異動が著しい。

　最後に繕曲の穣儀をみると，概観してこの地域では激しい繕曲は認められない。少くと

も古生代の地厨は太子河系にしても先太子河系においても局部的のものを除くと大鶴に緩

一い溜出が多くて，向斜背斜の軸が入簡Lれた所が少い。殊に太千河系ではこの現象が著しい

のほ固に踏示した通り、であって，倫衝動を隔て工その軸の方向が先太子河系のそれと概ね一

鹸りすれていないのは注目すべきであるb唯震旦系の中の一部では両者に差が見られるが

然し震旦系内では矢張り複雑底福山は外見上は少いようである。之は結局この地域が著し

い摺曲を生じるような性質の地殻運動を受けることが少なかった爲で，多くの衝動を生じ

た厘力は軍にある時期（ジュラ紀末尋。）に豚動的に且集團的に作用したもので，或は離り

にも急激に來たため摺曲を起す餓裕が少く直ちに断裂をひき超したもので，一比較的淺郡に

生じたものではなかろうか。

　碕吉村氏（12〕の太子河沿岸の地質構造圖をみると多。くの街上が表されてレるが，その方

向を分けると酉叉は北西よリのものと，南叉は南南東よりのものム2群に分けられる。そ

の何れが主地殻運動の働いた方向であるかは速断を奔さないカミ，地域の北方及び東南方に

は始原代の片麻岩類が根を張っており，衝動が何れから來たにしても推進されて來た地塊

ほこの片麻岩類の抵抗にあって衝動を作るが，その際にこの古期岩塊周蓬の地塊も共に歴

縮されて移動して來光岩層上に，叉はその下に衝動することも考えられる。もち論その絶

謝的の移動量は前者より蓬かに少いであらうが，相勤的には相當量に及ぶであら㌔屯し

てその方向は正反甥に・向わねぽなら淀い。こう考えると衝動に現れた地殻道動の厘力の方

向は2あって，何れも街上の様た見えるが，賢は方向は1であク地はとの爲に誘褒された

もので，叉街上のように見える多くの移動も、當然衝下運動であったも0を混じていること

も想像に難くない。この見地から一膝．この地域で衝上をした10余のものも本質は衛下で

あったものを含むと考えてよい。そして主衝動の方向はその衝動の数より見ても鏡穣から

考えても酉或は北酋よク東叉は南東に向ったものである5と想像でき乱

　最後に簡単に地史を考えてみると，原生代の浅所堆積物である橋頭珪岩を最後としてこ

の地域は陸化し去った。やがて塞武紀の海侵と共に厚い地歴を生じたが海は大して深くは

ならなかった。幾度か地域が陸化してその間に生物界の更新も起ったであろう。引綾き奥

陶紀の海も同様であったであろ5が，奥陶紀末に海退が起ク，その後面表記の海侵．までの

長い間この古期の陸地は專ら削剥作用．に委ねられただけで，地歴の著しい傾動すら巽けな

かったのは欄鮮にわった一様な現象であった。その後沈水と共に溝海に下部太子河系の堆

積を生じたが，下部二盤紀の温漁な気候は石炎植物の大繁茂を來たし海面は幾度か小規

穣の昇降を繰返し石炭を作切海の侵入が大と座れば石茨岩を沈積した。然し茨第に地域は

海から離れ始め石茨岩の沈積もなくなり，僅かに薄く海水が時々侵入する程度となり，上部
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二盤紀に近づくに從って展々海面に露出し，氣候は次第に乾燥に向い，漏氣の多い暖い氣

候に適した石炭植物は沼澤地の消炎と共に追々淘汰されてなくなり，代って乾燥に堪える

植物が現れ始めた。これ等の状態は植物化石の様相が突然に蟹化することは，下部二盤紀

共に一時陸化の時代があり，その間に短期ながら著しい乾燥氣候下の削剥が繊き，石炭の

生成に代って禁止頁岩が出來るような條件をもった所も方々に出來て，やがて上部太子河

系の岩相の示すようにこの地域が完全に海とは隔離されてしまった。この雑色岩相は～＝の

間の扶態をよく物語っている。こういう地表の模様は恐らく三盤紀に八っても繍いたであ

ろう。シエラ紀の分布がないのは恐らくこの地は當時掬陸地として残ったためで，古八盤

嶺仙境を境として東部田師付の低地にはシラ紀に八つでは湖沼が削來て・再び氣候の箏化

と共に多量の石炎が作られた6孚穣な堆積はやがてジュラ紀末の地殻蟹動期に入り，西北ヰ

り一の地歴は長年にわたり堆積した厚い地厨を歴追し始め，太子河地域では犬浪の様に櫓曲

を作り，弐第に地層は衝動により寸断されて覆瓦構造となり，繊いて花麟娃岩の大噴起や

岩脈の派出が各所に起った。白壁紀の火山活動は凝友岩と共に宮の原礫岩を作りた。これ

等の地殻饗動はこの地域では比較的突護脈動的な衝動運動に終始して終息期に入り一，白璽

紀末か第三紀一に入ってからの2，3の鐵厨運動で経ってしまい，こムに現在の地質分布地

形の原形が作られた。以来地域は水に被われることなく，た史削剥に委せられる詐りで現

在に至ったものである。小市附近でみる河床礫の高さかち考えると太子河は50m位の低一

下をしている。

w　萌　　論

　1・小市炭田には，震旦系，塞武系，奥陶系，太子河系，自嚢系及ぴ花嵩斑岩が分布す

る。

　2．太子河系は下中上の3部に分け．下部系は本渓統の大部，朝鮮の紅店統に，中部系

は最上部本渓統から黄旗統及び柳塘統の大部，朝鮭の寺洞統に，上部系は柳塘統の最上部

と彩家統，朝鮮の高坊山統に対比す孔

　3・下部太子河系と中部系とO間及び中部系と上部系との間に非整合が考えられる。

　4・本地域には少くとも大小15の衝動が認められ，衝動の方向は北方よれ西方より

の2群になる。衝動の時期はジュラ紀末でこの地域では激しい橘曲を伴わない。種類は街

上が多いが衝下の場合も少くないと考える。

一5．断居は自璽紀末であろう。南北健で東落が多い。　　　　　　　（以上）
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